
乳腺外科

１）乳腺疾患、主に乳癌の治療を専門に行う講座です。
２）外科学一般を基礎として、乳癌診療に必要な画像診断、外科的治療、薬物療法、緩和療法などの知識を
　　有する総合的な外科医の育成を行っています。
３）院内、県内外の関連施設での外科研修を通して、外科専門医、乳腺専門医の取得、学位（医学博士）の
　　取得を行います。

診療科（講座）紹介

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

福島県立安積高等学校卒業
平成 2 年 福島県立医科大学医学部卒業
平成 6 年 福島県立医科大学医学部大学院修了
臨床専門分野
１）乳腺外科
２）乳癌の薬物療法
３）乳癌検診
研究分野
１）乳癌の乳管内進展の3次元的病理解析

部長（主任教授）
大竹　　徹

福島県立喜多方高等学校卒業
平成23年 福島県立医科大学医学部卒業
令和 2 年 福島県立医科大学医学部大学院
 修了
臨床専門分野
１）乳腺外科
２）乳癌の薬物療法
３）乳癌検診
研究分野
１）腫瘍学病院助手  星　　信大

福島県立福島高等学校卒業
平成20年 山形大学医学部医学科卒業
平成29年 福島県立医科大学医学部大学院修了
臨床専門分野
１）乳腺外科
２）乳癌の薬物療法
３）乳癌検診
研究分野
１）腫瘍学

福島県立安積高等学校卒業
平成16年 福島県立医科大学医学部卒業
平成24年 福島県立医科大学医学部大学院修了
臨床専門分野
１）乳腺外科
２）乳癌の薬物療法
３）乳癌検診
研究分野　
１）腫瘍学

副部長（学内講師）

立花和之進

助教  野田　　勝

福島県立安積黎明高等学校卒業
平成23年 福島県立医科大学医学部卒業
令和 2 年 福島県立医科大学医学部大学院
 修了
臨床専門分野
１）乳腺外科
２）乳癌の薬物療法
３）乳癌検診
研究分野
１）腫瘍学助教  村上　祐子
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後期研修プログラム

大学院・留学について

後期研修協力病院

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　当講座は消化管外科、肝胆膵・移植外科、甲状腺
内分泌外科、乳腺外科と幅広い診療部門を有してい
た旧器官制御外科学講座（第 2 外科）より、外科の
講座再編に伴い2016年11月に誕生しました。
　乳腺外科では検診、診断、外科治療、薬物療法な
どを通じて、乳癌と闘う方を様々な角度から支援す
るとともに、県内外の関連施設と連携して優れた乳
腺専門医を数多く養成しています。科学的な研究成
果に基づき最先端の乳癌診療を提供できるように、
またそれに必要な深い人間性も兼ね備えるべく、皆
で診療・教育・研究に一丸となって取り組んでいま
す。
　福島県のみならず、日本全国、世界での活躍を目
指す皆さんをお待ちしています。

　希望者は、 1 年次から大学院入学が可能であり、外科専
門医取得と並行して学位取得が可能です。
　留学先としては、MDアンダーソン癌センター（米国）、
ロズウェルパーク癌研究所（米国）などがあります。

専門医受験のために必要とされる技能・手技目標
　外科専門医受験資格には、350例以上の手術手技を経験
（うち120例以上は術者としての経験が必要）する必要が
ある。そのほかに業績として、筆頭演者として適当と認め
られた学術集会または学術刊行物に、研究発表または論文
発表をしていることが必要である。
　最短で 2 年次（卒後 4 年）で予備試験（筆記試験）が受
験可能であり、 3 年次（卒後 5 年）に認定試験（面接試
験）に合格することで外科専門医が取得可能です。
　さらにサブスペシャリティーとしての乳腺専門医取得を
目指します。

関連病院名 所在地 指導医名
小山　善久
今野　　修
安田　満彦
寺島　信也
寺西　　寧
石井　芳正
浦住幸治郎
野水　　整
三浦　純一
斎藤　拓郎
島貫　公義
武藤　　淳

副 院 長
副 院 長

乳腺疾患センター長
外 科 長
病 院 長

外 科 部 長
副 院 長
病 院 長
病 院 長
教 授

外 科 部 長
副 院 長

大原綜合病院
福島赤十字病院
北福島医療センター
公立藤田総合病院
総合南東北病院
太田西ノ内病院
寿泉堂綜合病院
星総合病院
公立岩瀬病院
会津医療センター
会津中央病院
福島労災病院

福 島 市
福 島 市
伊 達 市
国 見 町
郡 山 市
郡 山 市
郡 山 市
郡 山 市
須賀川市
会津若松市
会津若松市
いわき市

職　名
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

修得すべき手技や手術経験目標数など

1 年 次

2 年 次

3 年 次

4 年 次

・当科診療グループ（乳腺外科）をローテート
・他の外科系講座でのローテート
・関連施設での研修
・大学院入学も可能
・当科診療グループ（乳腺外科）をローテート
・他の外科系講座でのローテート
・関連施設での研修
・当科診療グループでの専門研修
・関連施設での専門研修
・学位研究の開始
・日本外科学会専門医取得
・専門医として病棟、外来での診療および後輩の指導
・関連施設での専門研修および後輩の指導
・学位取得
・乳腺専門医専門医取得の準備
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